
　
関
東
道
路
㈱
（
筑
西
市
、
武
藤
正
浩
代
表
取
締
役
＝
写
真
右
）
は
、
廃
棄
量
が
増
大
す
る

と
見
込
ま
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
、
様
々
な
業
種
と
連
携
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
昨
年
７
月
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
Ｓ
Ｒ
Ｐ
）
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
特
許
を
取
得
。
来
春
か
ら
本

県
や
栃
木
県
で
シ
ス
テ
ム
運
用
を
開
始
す
る
見
通
し
だ
。
20
日
の
会
見
で
武
藤
代
表
取
締
役

は
「
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
廃
棄
に
悩
ん
で
い
る
業
者
は
多
い
と
聞
く
。
解
体
・
廃
棄
の
依
頼

を
一
元
化
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｐ
に
よ
り
不
法
投
棄
を
な
く
す
と
と
も
に
、環
境
Ｄ
Ｘ
と
し
て
確
立
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

　
冒
頭
、
清
水
会
長
は
「
建
設

業
は
雇
用
や
経
済
活
動
を
下
支

え
す
る
と
と
も
に
、
災
害
が
発

　
境
町
の
補
正
予
算
第
２
号
が

可
決
さ
れ
た
。
主
な
も
の
で
、

２
公
園
の
遊
具
更
新
工
事
に
１

７
８
１
万
円
、
町
道
の
歩
道
設

置
工
事
に
７
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。
一
般
会
計
に
９
億

７
２
３
１
万
８
０
０
０
円
を
追

加
し
、
総
額
１
４
５
億
３
０
１

　
常
陸
大
宮
市
は
、
物
品
調

達
等
入
札
参
加
資
格
審
査
申

請
（
２
０
２
２
・
23
年
度
）
の

追
加
受
付
を
行
う
。
受
付
期
間

は
７
月
11
日
か
ら
７
月
25
日
ま

で
。
現
行
名
簿
に
登
載
さ
れ
て

い
る
者
は
申
請
不
要
で
、
有
効

期
間
は
22
年
10
月
１
日
か
ら
24

年
３
月
31
日
ま
で
の
予
定
。

　
対
象
は
物
品
購
入
（
１
件
あ

た
り
80
万
円
以
上
）、
物
品
賃

貸
借
（
１
件
あ
た
り
40
万
円
以

上
）、
製
造
請
負
（
印
刷
製
本

を
含
む
、
１
件
あ
た
り
１
３
０

万
円
以
上
）、
業
務
委
託
（
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
除

［
本　
課
］

午
前

午
後

（
○
＝
在
庁　
●
＝
不
在
）

［
出　
先
］

午
前

午
後

県
土
木
部
・
幹
部

き
ょ
う
の
動
向

水
戸
土
木
所
長

常
陸
大
宮
土
木
所
長

大
子
工
務
所
長

潮
来
土
木
所
長

土
浦
土
木
所
長

筑
西
土
木
所
長

常
陸
太
田
工
事
所
長

高
萩
工
事
所
長

鉾
田
工
事
所
長

竜
ケ
崎
工
事
所
長

常
総
工
事
所
長

境
工
事
所
長

○○○○●●○○○○○○

○○○○●○○○○●○○

部
長

次
長
（
事
）

次
長
（
技
）

都
市
局
長

港
湾
振
興
監

企
画
監

監
理
課
長

用
地
課
長

検
査
指
導
課
長

道
路
建
設
課
長

道
路
維
持
課
長

河
川
課
長

港
湾
課
長

営
繕
課
長

都
市
計
画
課
長

都
市
整
備
課
長

下
水
道
課
長

建
築
指
導
課
長

住
宅
課
長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　
２
０
０
９
年
に
余
剰
電
力
買

取
制
度
が
施
行
さ
れ
る
と
、
規

模
を
問
わ
ず
全
国
各
地
で
ソ
ー

　
県
連
合
若
鳶
会
（
若
泉
進
会

長
＝
写
真
上
段
右
）
は
19
日
、

創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催

し
た
。
式
典
に
は
多
数
の
来
賓

　
県
鉾
田
工
事
事
務
所
は
須
田

大
橋
の
耐
震
補
強
を
進
め
て
お

り
、
本
年
度
に
橋
台
の
落
橋
防

止
装
置
な
ど
の
工
事
を
発
注
す

る
。
発
注
形
式
は
一
般
競
争
入

札
で
、
月
内
ま
た
は
７
月
初
旬

ご
ろ
に
発
注
す
る
予
定
。
工
期

は
８
カ
月
を
見
込
む
。

　
結
城
市
は
、
市
道
０
１
０
９

号
線
（
中
央
町
内
外
）
の
道
路

改
修
工
事
、
街
路
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
を
進
め
る
。
い
ず
れ
も
第

２
四
半
期
に
、
一
般
競
争
入
札

で
の
公
告
を
予
定
し
て
い
る
。

道
路
改
修
工
事
の
工
期
は
６
カ

月
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
５
カ
月
を
見

込
む
。

　
道
路
改
修
工
事
で
は
、
歩
道

の
植
樹
再
配
置
、
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
更
新
、
歩
道
お
よ
び
車
道

の
舗
装
打
替
え
な
ど
を
実
施
す

る
。
傷
ん
だ
路
面
の
舗
装
な
ど

を
進
め
、
交
通
利
便
性
を
向
上

す
る
。

　
歩
道
改
修
の
施
工
延
長
は
約

　
㈱
伊
勢
甚
本
社
（
水
戸
市
）

は
、
常
陸
大
宮
市
に
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
を
新
築
す
る
。
施
工

は
㈱
フ
レ
ス
ト
（
土
浦
市
）
が

　
古
河
市
は
、
三
和
健
康
ふ
れ

あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
仁

連
２
０
４
２

－

１
）
の
温
水

プ
ー
ル
改
修
工
事
を
実
施
す

る
。
実
施
設
計
は
㈱
若
栁
建
築

事
務
所（
つ
く
ば
市
）が
担
当
。

夏
頃
に
は
工
事
を
発
注
し
た
い

考
え
だ
。
建
築
、
電
気
設
備
、

機
械
設
備
を
一
括
で
発
注
す
る

か
、
別
で
発
注
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い

生
し
た
際
に
は
最
前
線
で
復
旧

復
興
に
あ
た
る
地
域
の
守
り
手

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。

引
き
続
き
社
会
資
本
の
維
持
修

繕
、
さ
ら
に
は
道
路
河
川
の
整

備
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
や
地

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
安
全
安
心
を
担
っ

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
議
事
で
は
、
21
年
度
の
事
業

報
告
と
収
支
決
算
、
22
年
度
の

事
業
計
画
と
収
支
予
算
を
満
場

一
致
で
承
認
。
ま
た
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
清

水
会
長
ら
が
留
任
し
た
。

　
22
年
度
の
事
業
と
し
て
、
現

場
代
理
人
研
修
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
予
定
し
て

い
る
。

　
総
会
後
に
は
懇
親
会
も
行
わ

れ
、
笠
間
市
の

近
藤
慶
一
副
市

長
（
写
真
上
段

中
央
）
や
常
井

洋
治
県
議
会
議

員
（
写
真
上
段

左
）、
村
上
典

男
県
議
会
議

員
（
写
真
下
段

右
）、
笠
間
市

議
会
の
内
桶
克

之
建
設
土
木
委

員
長
（
写
真
下

段
左
）
ら
が
招

か
れ
た
。

　
近
藤
副
市
長

は
「
災
害
時
や

大
雪
の
時
に
も

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
、
改
め
て
お
礼
を
申
し
上

げ
る
」、
常
井
議
員
は
「
協
力

会
の
会
員
が
一
致
団
結
し
、
今

後
と
も
市
民
の
た
め
に
ご
尽
力

い
た
だ
け
れ
ば
」と
あ
い
さ
つ
。

　
ま
た
、
村
上
議
員
は
「
皆
さ

ま
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
ご
繁

栄
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
る
」、
内
桶
委
員
長
は

「
県
の
事
業
、
市
の
事
業
と
あ

る
か
と
思
う
が
、
皆
さ
ま
方
が

協
力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
な

ど
と
述
べ
た
。

　
新
役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬

称
略
）。

　
【
会
長
】

　
■
清
水
恵
二
（
㈲
清
水
工
務

店
）

　
【
副
会
長
】

　
■
小
松
崎
卓
（
小
松
崎
建
設

㈱
）

　
■
仙
波
秀
教（
仙
波
建
設
㈱
）

　
■
高
橋
智
（
日
本
営
繕
工
業

㈱
）

　
【
理
事
】

　
■
小
池
良
一
（
㈲
小
池
工
務

店
）

　
■
嶋
田
三
男
（
ミ
シ
マ
工
業

㈱
）

　
■
鈴
木
剣
聖
（
㈱
に
こ
に
こ

建
設
）

　
■
竹
江
茂
樹
（
㈱
高
田
工
務

店
）

　
■
川
上
実
（
㈱
セ
イ
ワ
）

　
■
宮
本
裕
司（
芳
野
工
業
㈱
）

　
【
事
務
局
長
】

　
■
杉
田
周
平
（
昭
和
造
園
土

木
㈱
）

　
【
監
査
】

　
■
阿
部
紀
生（
㈱
阿
部
建
設
）

　
■
柴
山
正
之（
㈱
柴
山
土
建
）

万
８
０
０
０
円
と
し
た
。

　
公
園
の
遊
具
更
新
に
つ
い
て

は
、
さ
く
ら
の
森
パ
ー
ク
と
塚

崎
一
区
公
園
で
工
事
を
行
う
予

定
。
い
ず
れ
も
複
合
遊
具
の
更

新
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
く
ら

の
森
パ
ー
ク
は
１
基
、
塚
崎
一

区
公
園
は
２
基
を
更
新
し
た
い

考
え
。
設
計
は
ま
と
ま
っ
て
い

る
た
め
、
す
ぐ
に
も
工
事
を
発

注
す
る
。

　
複
合
遊
具
は
設
置
か
ら
20
年

以
上
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、

既
存
遊
具
を
撤
去
し
た
上
で
新

た
な
遊
具
を
設
置
し
、
老
朽
化

な
ど
の
問
題
に
対
応
す
る
。
さ

く
ら
の
森
パ
ー
ク
の
敷
地
面
積

は
約
２
万
８
２
０
０
㎡
、
塚
崎

一
区
公
園
は
約
１
０
０
０
㎡
。

　
工
事
費
の
内
訳
は
、
さ
く
ら

の
森
パ
ー
ク
が
１
２
５
０
万

円
、
塚
崎
一
区
公
園
が
５
３
１

万
円
と
し
て
い
る
。

　
歩
道
の
設
置
工
事
は
、
町
道

１

－

３
号
線
で
進
め
る
。
現
道

幅
員
は
、
片
側
１
車
線
６
・
５

ｍ
ほ
ど
。
２
・
５
ｍ
ほ
ど
の
歩

道
を
片
側
に
設
置
し
て
い
く
予

定
だ
。こ
れ
か
ら
設
計
を
進
め
、

秋
頃
に
は
工
事
を
発
注
し
た
い

考
え
。
施
工
延
長
は
検
討
中
と

の
こ
と
。

く
、
１
件
あ
た
り
50
万
円
以

上
）、
物
品
修
繕
（
１
件
あ
た

り
50
万
円
以
上
）。

　
市
競
争
入
札
参
加
資
格
受
付

シ
ス
テ
ム
に
必
要
事
項
を
入
力

し
、
入
力
内
容
を
Ａ
４
用
紙
で

印
刷
の
上
、
郵
送
で
申
請
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
申
請
の
手
引
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
市
財
政
課

契
約
・
管
財
グ
ル
ー
プ
（
電
話

０
２
９
５

－

52

－

１
１
１
１
、

内
線
３
７
４
）
ま
で
。

２
４
２
ｍ
、
車
道
改
修
の
施
工

延
長
は
約
１
８
０
ｍ
。
全
体
の

計
画
延
長
は
約
９
０
０
ｍ
。
道

路
の
全
幅
は
18
ｍ
、
歩
道
の
幅

員
は
両
側
４
ｍ
。

　
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ

い
て
は
、
街
路
灯
15
基
を
対
象

と
し
て
進
め
る
。
２
０
２
１
年

度
に
引
き
続
き
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
る
こ
と
で
、
電
気
量
の
削
減

や
、
よ
り
快
適
な
交
通
環
境
を

目
指
し
て
い
く
。
実
施
設
計
は

㈱
つ
く
ば
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

結
城
営
業
所
（
結
城
市
）
が
担

当
し
た
。

　
施
工
場
所
は
、
結
城
駅
南
口

か
ら
新
庁
舎
ま
で
続
く
区
間
。

市
庁
舎
の
移
転
に
よ
り
、
通
行

者
が
増
大
し
た
こ
と
か
ら
、
新

庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
利

便
性
の
向
上
や
安
全
性
の
確
保

を
図
っ
て
い
く
。

ラ
ー
パ
ネ
ル
の

設
置
が
進
み
、

特
に
平
地
の
多

い
本
県
で
は
急

速
に
導
入
が
進

ん
だ
。

　

そ
の
一
方

で
、
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
寿
命

は
20
～
30
年
程

度
と
さ
れ
、
環

境
省
の
試
算
に

よ
る
と
、
10
年

後
の
廃
棄
量
は

現
在
の
80
倍
の

80
万
ｔ
に
な

る
と
さ
れ
る
。

ピ
ー
ク
時
に
は

１
４
０
万
ｔ
を
超
え
る
と
も
言

わ
れ
、
使
用
不
能
と
な
っ
た

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
放
置
さ
れ

た
り
、
不
法
投
棄
さ
れ
る
可
能

性
が
予
想
さ
れ
る
。

　
同
社
が
提
案
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｐ
で

は
、
解
体
や
分
別
、
運
搬
、
リ

サ
イ
ク
ル
、
最
終
処
分
な
ど

の
業
務
を
一
括
で
受
け
付
け
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
場
所

か
ら
最
短
距
離
の
参
加
企
業
に

処
理
を
依
頼
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
顧
客
は
処
分
を
適
正
な
価
格

で
行
う
こ
と
が
で
き
、
最
終
処

理
ま
で
の
過
程
が
透
明
化
さ
れ

る
た
め
、
不
法
投
棄
の
防
止
に

も
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
金
融
機
関
や
不
動
産

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
と
の
連

携
に
よ
り
、
事
業
継
続
に
向
け

た
融
資
や
他
の
ソ
ー
ラ
ー
企
業

へ
の
売
却
、
パ
ネ
ル
撤
去
後
の

土
地
の
有
効
活
用
の
促
進
な
ど

が
期
待
で
き
る
。

　
武
藤
代
表
取
締
役
に
よ
る

と
、
様
々
な
業
種
が
Ｓ
Ｒ
Ｐ
に

参
加
す
る
見
通
し
で
、
県
内
産

廃
業
者
は
20
社
以
上
が
参
加
す

る
も
よ
う
。

　
将
来
的
に
は
全
国
的
に
展
開

し
て
い
く
と
し
て
お
り
、
ソ
ー

ラ
パ
ネ
ル
蓄
電
事
業
な
ど
と
の

連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

い
う
。

　
武
藤
代
表
取
締
役
は
「
Ｓ
Ｒ

Ｐ
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
わ
る
全
て
の
企
業
と
連
携

し
、
と
も
に
発
展
し
て
い
く
シ

ス
テ
ム
。
従
来
の
価
値
観
や
枠

組
み
を
覆
す
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
創
出
し
、
人
々
の
生

活
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

き
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
社
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
部
（
電
話
０
２
９
６

－

34

－

１
２
１
１
）。

が
出
席
し
、
参
加
者
全
員
で
節

目
の
年
を
祝
っ
た
。
式
典
前
に

は
鹿
島
神
宮
に
て
梯
子
乗
り
を

奉
納
。
見
事
な
技
の
冴
え
に
参

拝
に
訪
れ
た
人
々
は
釘
付
け
と

な
り
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を

送
っ
た
。

　
一
同
は
ま
ず
、
鹿
島
神
宮
の

大
鳥
居
に
集
合
。
同
会
の
メ
ン

バ
ー
の
ほ
か
、
上
部
団
体
で
あ

る
県
鳶
・
土
木
工
業
会
や
関
東

連
合
若
鳶
会
の
会
員
ら
約
１
１

０
人
が
参
集
。
木
遣
り
の
声
が

響
き
渡
る
中
、
勇
壮
な
纏
振
り

を
披
露
し
た
。

　
続
い
て
参
拝
客
が
見
守
る

中
、
梯
子
乗
り
の
演
技
。
江
戸

時
代
か
ら
続
く
伝
統
の
技
芸

に
、
令
和
の
若
鳶
た
ち
４
人
が

挑
戦
。
見
事
に
成
功
さ
せ
た
。

　
そ
の
後
は
潮
来
ホ
テ
ル
に
て

記
念
式
典
を
挙
行
。
若
泉
会
長

は
「
当
会
は
昭
和
57
年
に
結
成

さ
れ
、
昭
和
か
ら
平
成
、
令
和

と
時
代
を
経
て
活
動
し
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
も
会
員
と
役
員

が
一
丸
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
気
力
と
体
力
を
充
実
さ

せ
、
努
力
と
団
結
力
で
次
の
50

周
年
を
迎
え
る
た
め
、
頑
張
っ

て
ま
い
る
覚
悟
。
よ
り
一
層
の

ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
筧
信
太
郎
稲

敷
市
長
（
写
真
上
段
中
央
）
が

「
梯
子
乗
り
は
素
晴
ら
し
い
伝

統
技
芸
で
あ
る
と
心
よ
り
感
心

し
た
。
後
継
者
の
不
足
が
課
題

と
な
っ
て
い
る

が
、
是
非
後
世

に
残
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と

期
待
を
込
め

た
。

　
伊
沢
勝
徳
県

議
会
議
長
（
写

真
上
段
左
）
は

「
40
周
年
と
い

う
日
を
迎
え
ら

れ
た
の
は
歴

代
の
会
長
の

方
々
、
関
係
者

の
方
々
の
ご
尽

力
の
賜
物
で
あ

る
と
思
う
。
皆

さ
ま
に
は
若
者

と
し
て
の
叡
智

と
勇
気
と
情
熱
を
も
っ
て
こ
の

困
難
な
時
代
を
切
り
開
い
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
関
東
鳶
工
業
連
合
会
の
杉
山

英
夫
会
長
（
写
真
下
段
右
）
が

「
建
設
業
界
の
環
境
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
が
、
会
員
同
士
が

力
を
合
わ
せ
、
研
さ
ん
を
積
む

こ
と
が
必
要
」、
県
鳶
・
土
木

工
業
会
の
鈴
木
洋
治
会
長
（
写

真
下
段
左
）
は
「
節
目
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
歴

代
の
役
員
の
方
々
の
ご
指
導
、

会
員
の
信
頼
と
強
い
結
束
力
、

関
係
者
の
ご
支
援
の
賜
物
で
あ

る
と
思
う
」
と
祝
い
の
言
葉
を

寄
せ
た
。
ま
た
、
関
東
連
合
若

鳶
会
の
松
丸
宏
隆
会
長
も
祝
辞

を
寄
せ
た
。

　
続
い
て
功
労
者
表
彰
を
行

い
、
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
10

人
へ
若
泉
会
長
が
賞
状
を
授

与
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
佐
藤

健
久
氏
が
「
伝
統
技
芸
の
継
承

に
少
な
か
ら
ず
携
わ
れ
た
こ
と

を
心
か
ら
誇
り
に
思
う
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
は
土
浦
鳶
職
組
合
の

川
島
一
男
組
合
長
が
乾
杯
の
音

頭
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
和
や
か
に
歓
談
し
た
。

る
と
こ
ろ
。

　
工
事
の
内
容
は
、
天
井
の
全

面
張
り
替
え
（
８
８
０
㎡
）、

劣
化
し
た
床
タ
イ
ル
の
張
り
替

え
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
換
気

設
備
や
塗
装
の
改
修
な
ど
を
予

定
。
天
井
を
メ
イ
ン
に
、
施
設

の
老
朽
化
な
ど
へ
対
応
す
る
た

め
改
修
を
進
め
、
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
建
物

規
模
は
、Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、

延
べ
面
積
５
８
７
０
㎡
ほ
ど
。

築
年
数
30
年
ほ
ど
が
経
過
し
て

い
る
。
温
水
プ
ー
ル
の
ほ
か
、

ア
リ
ー
ナ
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、

選
手
控
室
な
ど
の
機
能
を
備
え

て
い
る
。

　
工
事
の
間
、
温
水
プ
ー
ル
の

み
22
年
２
月
か
ら
23
年
１
月
末

ま
で
休
館
す
る
。

　
補
正
予
算
で
は
、
事
業
費
と

し
て
２
億
３
７
８
万
円
を
計

上
。
内
訳
は
、
工
事
費
に
１
億

９
７
７
８
万
円
、
工
事
監
理
委

託
料
に
６
０
０
万
円
を
充
て
て

い
る
。

担
当
。
２
０
２
２
年
８
月
10
日

ま
で
の
完
成
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
施
設
は
Ｗ
造
（
軸
組
み
）
平

屋
建
て
、
延
べ
床
面
積
70
・
６

５
㎡
、
最
高
高
さ
４
・
５
ｍ
。

設
計
に
つ
い
て
は
、
㈱
雅
デ
ザ

イ
ン
一
級
建
築
士
事
務
所
が
担

当
し
た
。

　
建
設
地
は
常
陸
大
宮
市
下
村

田
字
坪
井
上
２
３
７
０

－

１
ほ

か
26
筆
。

　
常
陸
大
宮
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
「
ピ
サ
ー
ロ
」
駐
車
場

の
一
部
で
、
敷
地
面
積
２
万
３

８
７
５
・
４
７
㎡
。
駐
車
場
の

西
側
が
国
道
１
１
８
号
に
面
し

て
い
る
。

　
須
田
大
橋
は
鉾
田
市
大
和
田

地
先
に
位
置
す
る
、
主
要
地
方

道
茨
城
鹿
島
線
の
橋
梁
。
橋
種

は
単
純
活
荷
重
合
成
鋼
鈑
桁

橋
、
橋
長
は
60
ｍ
。
橋
台
は
逆

Ｔ
式
橋
台
、橋
脚
は
壁
式
橋
脚
。

昨
年
10
月
に
は
橋
脚
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
巻
き
立
て
工
や
落
橋
防

止
装
置
工
な
ど
の
工
事
を
発
注

し
㈱
内
田
建
設
が
５
３
５
０
万

円
で
落
札
し
て
い
る
。

　
本
年
度
発
注
の
工
事
内
容
は

橋
台
の
落
橋
防
止
装
置
の
設
置

で
、
水
平
力
分
担
構
造
10
組
、

緩
衝
チ
ェ
ー
ン
10
組
を
予
定
。

　
ま
た
、
仮
設
道
路
と
し
て
利

用
し
て
い
る
市
道
を
引
き
上
げ

る
際
に
原
状
復
帰
す
る
た
め
の
補
修
工
事
も
行
う
。
整
備
延
長

は
約
１
２
０
ｍ
。

　
笠
間
市
建
設
業
協
力
会
（
清
水
恵
二
会
長
＝
写
真
上
段
右
）
は
17
日
、
市
内
の
飲
食
店
で

２
０
２
２
年
度
（
第
16
回
）
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
委
任
状
を
含
め
て
51
社
が
出

席
。
本
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
役
員
改
選
で

は
清
水
会
長
の
留
任
が
決
ま
っ
た
。

県
内
の
建
設
関
連
情
報

関東道路㈱

Ｓ
Ｒ
Ｐ 

来
春
か
　
　
ら

本
県
栃
木
で
運
用

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
適
正
処
理

解
体
・
廃
棄
依
頼
を
一
元
化

創
立
40
周
年 “
伝
統
の
技
”見
事
に
成
功

鹿
島
神
宮
で
梯
子
乗
り
奉
納

県連合若鳶会

須
田
大
橋 

一
般
競
争
で
月
内
に　
　

も

発
注

橋
台
へ
落
橋
防
止
装
置

県鉾田工事

設
計
終
え
早
々
に
発
注

２
公
園
の
遊
具
更
新

境町補正

７
月
11
日
か
ら
25
日
ま
で

物
品
調
達
な
　
　
ど

追
加
受
付

常陸大宮市

結
城
市 

道
路
改
修
工
事
な　
　

ど

第
２
四
半
期
に
公
告

常
陸
大
宮
市
へ

コ
イ
ン
ラ
ン
ド

《
伊
勢
甚
本
社
》

夏頃には工事発注
スポセンプール改修

古河市／一括・分離で検討

地元企業が雇用や経済を下支え
清水会長留任、地域の安全担う

笠間市建設業協力会／定時総会開く

（10）2022年（令和4年）6月23日　木曜日


